多系統萎縮症とパーキンソン病の鑑別診断におけるMRI拡散係数とMIBG心筋シンチの有用性 by Umemura, Atsushi
Title
Diagnostic Accuracy of Apparent Diffusion Coefficient and
123I-Metaiodobenzylguanidine for Differentiation of Multiple






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（医学） 氏 名 梅 村 敦 史 
論文題目 
Diagnostic Accuracy of Apparent Diffusion Coefficient and 
123
I-Metaiodobenzylguanidine for 













対象は 2001年 1月から 2010年 10月までにADCおよびMIBG心筋シンチを施行した





域を設定した。MIBG 心筋シンチはMIBG 投与 4 時間後に撮像し、心縦隔比(H/M 比)
を測定した。Receiver-operator characteristic (ROC)曲線を作成して最適な cut-off値を求









被殻の ADC 値は、PD と比較して MSA-P で有意に高値であった。ADC 値と MSA-P
の罹病期間や重症度との間には有意な相関はみられず、病初期よりADC値が上昇して
いた。ADC検査のAUCは 0.95 (95%信頼区間 0.90–1.01)で、cut-off値を 0.79にした時、
感度 85.0% (62.1–96.8%)、特異度 89.0% (81.9–94.0%)であった。発症 3年以内の早期患
者について検討した場合にも、被殻のADC値は PDと比較してMSA-Pで有意に高く、





った。MIBG心筋シンチのAUCは 0.83 (0.75–0.92)で、cut-off値を 1.85にした時、感度
67.0% (57.7–75.3%)、特異度 80.0% (56.3–94.3%)であった。発症 3年以内の早期患者に
ついて検討した場合にも、H/M比はMSA-Pと比較してPDで有意に低く、cut-off値 1.85
の時の PD診断の感度は 47.7% (32.5–63.3%)、特異度は 92.3% (64.0–99.8%)であった。 
考察 
ADC検査は感度においてMIBG心筋シンチよりも優っており、MIBG心筋シンチは特
異度の高い検査であった。早期診断においては、ADC 検査は MSA-P 診断の感度、特
異度ともに高く鑑別診断に有用であることが示された。一方で、MIBG 心筋シンチは
PD 診断の特異度は高いものの感度は低かった。被殻の ADC 値はほとんどの MSA-P
患者で病初期から上昇しており、被殻の神経細胞脱落がMSA-P発症時にすでに起こっ












診断に注目して比較検討した。ADC 検査による MSA-P の診断精度は感度 85.0%、特
異度 89.0%であり、発症 3年以内の早期患者では、感度 75.0%、特異度 91.4%であった。














  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 27年 3月 30日実施の論文内容とそれに関連した
研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
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